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乳
が
ん
は
進
行
す
る
と
、
が
ん
細
胞
が
血
管
や
リ
ン
パ

管
に
入
り
込
み
、
全
身
を
巡
っ
て
ほ
か
の
臓
器
に
転
移
し

ま
す
。
転
移
し
て
い
な
け
れ
ば
5
年
生
存
率
は
90
％
を
超

え
ま
す
が
、
転
移
す
る
と
50
％
以
下
に
下
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
少
し
で
も
早

く
乳
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
し
や
す
い
病
気
の
1
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
自
覚
し
や
す
い
症
状
が
、
し
こ
り
で
す
。

月
に
1
回
は
自
分
で
乳
房
を
触
り
、
し
こ
り
が
な
い
か
ど

う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
入
浴
時
に
石
け
ん
を
つ
け

る
と
、
手
の
滑
り
が
良
く
な
り
し
こ
り
を
見
つ
け
や
す
く

な
り
ま
す
。
鏡
に
上
半
身
を
映
し
、
胸
に
く
ぼ
み
や
左
右

差
が
な
い
か
確
認
す
る
の
も
良
い
方
法
で
す
。
ま
た
、
乳

頭
か
ら
血
液
や
分
泌
液
が
出
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
下
着

に
も
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
少
し
で
も
違
和

感
を
覚
え
た
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
の
す
み
や
か
な
受
診

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

も
う
1
つ
重
要
な
の
が
、
定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
で
す
。
越
谷
市
で
は
2
年
に
1
回
の
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
に
は
「
痛
い
か
ら
乳
が
ん
検
診
は
受
け
た
く
な
い
」
と

い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
超
音
波

検
査
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に

し
っ
か
り
と
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

当
科
で
は
、
乳
が
ん
の
診
断
か
ら
手
術
、
薬
物
療
法
、

放
射
線
療
法
、
緩
和
ケ
ア
に
至
る
ま
で
、
乳
腺
専
門
医
が

一
貫
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
化
学
療
法

や
遺
伝
子
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ど
れ
か
１
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
う

と
、
完
全
な
診
断
や
治
療
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
乳

腺
外
科
医
や
放
射
線
治
療
医
、
看
護
師
な
ど
各
領
域
の
専

門
家
が
集
ま
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
最
善
の
治
療
法

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

当
科
の
軸
は
標
準
治
療
で
、
臨
床
研
究
に
基
づ
く
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
治
療
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
年
間

の
手
術
件
数
は
約
2
5
0
～
3
0
0
件
で
す
。
腫
瘍
の

場
所
や
大
き
さ
な
ど
か
ら
適
切
な
手
術
方
法
を
決
定
し
て

お
り
、
患
者
さ
ん
の
病
状
に
応
じ
て
乳
房
温
存
手
術
を
行

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
が
ん
は
治
療
が
始
ま
る
と
、
ど
う
し
て
も
通
院
す
る

回
数
が
増
え
ま
す
。
例
え
ば
週
1
回
化
学
療
法
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
手
術
後
は
傷
を
見
る
た
め
に
毎
週
の

よ
う
に
通
院
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
遠
い
病

院
を
選
ん
で
し
ま
う
と
、
途
中
で
通
い
き
れ
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
専
門
医
が
い
る
病
院
で
あ
れ
ば
治
療

の
内
容
に
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
治
療
は
主
治
医

と
の
付
き
合
い
も
長
く
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
通
い
や
す
い
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
乳
腺
の
組
織
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

乳
腺
に
は
母
乳
を
作
る
「
小
葉
」
と
、
母
乳
を

乳
頭
ま
で
運
ぶ
「
乳
管
」
が
あ
り
、
乳
が
ん
の

約
90
％
は
乳
管
の
中
で
発
生
し
ま
す
。

乳
が
ん
の
発
症
率
は
、
35
歳
を
過
ぎ
る
と
急
激

に
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い

う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
深
く
関
与
し
て
い
る
た
め

で
、
月
経
の
回
数
が
多
い
ほ
ど
乳
が
ん
の
発
症

リ
ス
ク
も
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
か
に

も
初
潮
が
早
か
っ
た
人
、
出
産
や
授
乳
の
経
験

が
な
い
人
、
身
内
に
乳
が
ん
患
者
が
い
る
人
は

乳
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
飲
酒

や
肥
満
も
注
意
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
女
性

で
あ
れ
ば
誰
に
で
も
発
症
し
得
る
た
め
「
閉
経

し
た
か
ら
」「
若
い
か
ら
」
と
い
っ
て
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
乳
が
ん
に
な
る
女
性
の
割
合
が
最
も

多
く
、
患
者
数
も
右
肩
上
が
り
に
増
加
中
で
す
。

し
か
し
乳
が
ん
は
、
も
と
も
と
悪
性
度
の
高
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
は
第
5
位
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
に
治
療
す

れ
ば
高
い
確
率
で
治
る
病
気
な
の
で
す
。

日本人女性がかかるがんの中で最も多いのが、乳がんです。しかし、乳がんは早期に発見・
治療すれば約 90％が治るため、セルフチェックや乳がん検診が非常に重要となります。

今回は、この乳がんについて乳腺科の小川 利久先生に伺いました。

病棟では、術前から術後、退院までの周産期の患者さんや抗がん剤治療を受

ける患者さん、終末期を迎えた患者さんの緩和的な看護を行っています。外来

では、診察補助や検査の説明、点滴・注射を行っています。患者さんは痛み

や治療、期間、予後について不安を訴える場合が多いです。そうした不安を解

消するには、信頼関係が大切。乳がんは他のがんに比べて治療期間が長い為、

継続的に介入し、話をよく聞くようにしています。患者さんの何気ない言葉の

中に潜在的な問題を抱えていないか、日々気を付けています。

YouTubeでは今回の
インタビュー動画を配信中！

「乳がん」のこと

知 っ て お き た い

昭和 59 年	 鳥取大学医学部　卒業
同年より	 東京大学医学部附属病院分院外科研修
昭和 61年	 友愛記念病院外科
昭和 63 年	 都立駒込病院外科
平成	4 	年	 東京大学第 3外科助手
平成	 9 	年	 学位取得（医学博士）（東京大学：第13438 号）
平成10 〜12年	 ドイツ・ウルム大学外科（Prof.Hans	G.Beger）研究員
	 膵臓、内分泌外科、代謝研究に従事
平成14 年	 東京大学	乳腺内分泌外科	講師
平成18 年	 同准教授
平成 26 年 4月	 獨協医科大学越谷病院	乳腺センター教授	センター長
平成 28 年 4月	 獨協医科大学埼玉医療センター	乳腺科	教授
令和	4 	年 4月	 現職

早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
に
は

当
院
の
乳
腺
科
の
特
長

乳
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

患者さんの安心のために

看護師
西岡 俊子

乳腺科  特任教授
小川 利久
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日頃の診療や健康管理をしてくれる

身近なお医者さん“かかりつけ医”。

体のちょっとした症状が気になるときや、

健康診断で異常な数値が出たときなどに

大変頼りになる存在です。

イザというときのかかりつけ医、あなたはいますか？

診察について
初診診療は水曜日と金曜日と第２・４土曜日となりますが、当日は次回専門医による診療予約のみの
場合がございます。
●乳腺疾患の患者さんは、他医療機関からの紹介状、または検診にて (検診異常 )と記載された用
紙が必要となりますので、必ずご持参下さい。

●甲状腺・副甲状腺疾患の患者さんは、他医療機関からの紹介状が必要となりますので必ずご持参
下さい。

●再診の方は基本的に予約が必要となります。

がんの診断から手術、薬物療法（ホルモン療法、化学療法、
分子標的療法）、放射線療法、緩和ケアに至るまで、乳腺
専門医が一貫した診療を行っております。一人一人の患者
さんの病状に応じて、乳腺外科医、腫瘍内科医、放射線
治療医、専門看護師など各領域の専門家が集まって検討
会を行い、最善の治療法を追求していく新しい形のチーム
医療を目指します。緩和治療に関しては、近隣連携施設と
協力しつつ治療を行います。

乳腺科のご案内

特 色

乳がんの診療においては、単にがんであることの
診断だけにとどまらず、マンモグラフィや超音波検
査、MRIなどの画像検査を駆使して病巣の広がり
や進行度を精密に診断し、治療方針を決定します。

がんの根治において安全であれば可能な限り乳
房温存手術を行います。

病巣の進行度によっては、術前に薬物療法を行っ
て乳房温存手術の可能性を高めます。

術前・術後の薬物療法は、組織検査の結果から
最近のエビデンスに基づいて、ホルモン療法、抗
がん剤、分子標的療法などを適切に組み合わせ
た治療法を選択します。

乳がんの薬物療法に関しては、新薬や新しい治
療法の臨床試験に積極的に参加しております。

乳がんの診断から治療、場合によっては緩和ケア
まで各主治医が責任を持ち、さらに近隣の医療
機関とも連携をとりながら診療を担当します。

手術の後遺症や薬物療法の副作用に対しても、
可能な限りの治療と生活上のアドバイスを行います。

当院形成外科との連携により乳房切除後の乳房
再建手術を行うことができます。

石灰化病変に対しては、適応があればステレオガ
イド化マンモストーム生検を行っています。

甲状腺内分泌外科専門医による甲状腺・副甲状
腺疾患に対する治療を行っております。
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あなたの街の
クリニックへ

受診

獨協医科大学埼玉医療センター
での専門的な検査、手術、治療

日 常 診 療

ちょっと
　お腹が痛くて・・・

重篤な患者に対して検査、手術を提供してくれる。
かかりつけ医と連携して、より良い治療方針を提案してくれる。

特長
じっくり診察してくれる。
日常の健康管理についてアドバイスをくれる。
検査・手術などが必要なとき、適切な病院を紹介してくれる。

特長

それぞれの特長  を理 解しよう

分かりました！

Ａさんを
ご紹介しますので

お願いします

紹介元  の医院へ
ご   報 告

Ａさん の
治療は・・・ なるほど、

では…

いると安心 !
かかりつけ医

かかって安心！
かかりつけ医と中核病院との連携

知ってて   安心 !　
  かかり　つけ医と
中核病院　の特長 　

中核病院
治療が難しい病気でも、高い技術を持った
専門医に診てもらえるのが中核病院です。
しかし、いきなり中核病院を訪れると、診察
まで長時間待ったり、選定療養費がかかった
りします。

あなたのことを良く知っていて、いざとい
う時に中核病院の専門医を紹介してくれま
す。日ごろから気軽に相談できる“かかり
つけ医”を持つことが安心につながります。

だから、かかりつけ医の
紹介が必要なんだ

患 者

かかりつけ医
（クリニックや医院など）

かかりつけ医と獨協医科大学埼玉医療センターが
連携して、地域医療に貢献します。

大学  病院へ
ご   紹介

獨協医科大学埼玉医療センター

地域
医療の
３つの安心
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総合がん診療センター
のご案内

がんに関わることはすべて積極的に取り入れ
診療科の垣根を越えた総合的な支援を提供

患者さんの血液データを

見て、薬剤師の目線で抗が

ん剤の投与量が適切かどうかを確認し

ています。また、患者さんにどのよう

な副作用が出ているのかを伺うことも

大事な役割のひとつです。その副作用

に対する薬が処方されているかを確認

し、それでも効果がなければ違う療法

を主治医に提案することもあります。

通院治療の場合、患者さんが副作用

の症状に見舞われるのは自宅で療養し

ている時です。ですから患者さんの声

に耳を傾け、安心して抗がん剤治療を

続けられるように努めています。

認定がん専門相談員は相

談支援部門で、がん治療を

受ける上での不安や悩み、療養生活などに

ついての相談を受けています。対面はもちろん、気兼ね

なく話せるよう匿名での電話相談も可能です。現在、私

たちの部門では治療と仕事の両立支援に力を入れていま

す。自分ががんと知り、ショックで仕事を辞めてしまう方

が多いためです。そこで外

部の方と連携して、治療し

ながら仕事を続けるための

支援体制を作っています。

この輪が広がり、がんになっ

ても安心して働ける社会に

なっていったら嬉しいです。

私は緩和ケアチーム専従

の看護師として、病棟と外

来の患者さんが早く専門的な治療を

受けられるよう支援しています。多く

のがん患者さんは、さまざまな不安

や辛さを抱えているものです。そのた

め患者さんに接する時は、そうした

不安や辛さを少しでも和らげ、その人

らしく過ごせるようなサポートをした

いと考えています。実際、患者さんや

ご家族から「緩和ケアチームが来ると

辛さが減る」「人に話せて荷が下りた」

と言われることもあり、そうした時に

は看護師としての喜びを感じます。

1991年 3月	 東京医科歯科大学医学部医学科　卒業
1999 年 9月	 東京医科歯科大学泌尿器科　助手
2003 年 7月	 東京都多摩老人医療センター　泌尿器科医長
2005 年 4月	 獨協医科大学越谷病院泌尿器科　講師
2007年 7月	 獨協医科大学越谷病院泌尿器科　准教授
2018 年 8 月	 獨協医科大学埼玉医療センター　前立腺センター長　教授
2019 年 7 月	 獨協医科大学埼玉医療センター　総合がん診療センター長　併任

がん登録とは、初めて当院

に来られた患者さんのがん

情報を登録することです。他の病院

でがんと診断されたり、すでに治療

が終わっていても、当院に初めてがん

で受診された方は全て登録の対象と

なります。登録した情報は日本に

おけるがん対策の推進に役立てられ

るため、正確性を求められる重要な

仕事です。また、院内においても研

究や分析のためにデータが欲しいと

言われる機会が多く、院内外を問わ

ず様々な場面でデータが活用される

ことに、やりがいを感じています。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に

対
し
、外
来
に
お
け
る
化
学
療
法
の
実
施
や
副
作
用

の
対
応
、緩
和
ケ
ア
の
提
供
な
ど
、が
ん
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年

に
は
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
を
改
修
。
治
療
ベ
ッ
ド

を
15
か
ら
60
に
増
床
し
た
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
患

者
さ
ん
が
外
来
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
に
は
テ
レ
ビ
を
設

置
し
、
治
療
中
も
快
適
か
つ
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
専
属
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
院
は
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
」

の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
が
ん
の
遺
伝
子
を
調

べ
て
患
者
さ
ん
に
合
う
治
療
を
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
（
条
件
あ
り
）。

当
院
は
基
幹
病
院
で
あ
る
と
同
時
に
、
高
度
な

医
療
を
次
世
代
に
伝
え
る
教
育
病
院
で
す
。
特

に
が
ん
診
療
に
お
い
て
は
、
医
療
水
準
を
引
き

上
げ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
周
辺
の
医
療
機
関
と
連
携
を
取
り
、
地

域
医
療
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

が
ん
治
療
を
幅
広
く
支
援

総
合
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー

プロフィール

総合がん診療センター長泌尿器科　教授　新井 学

センター紹介

緩和ケア認定看護師

（緩和ケアセンター）薬剤師
（化学療法部門）

診療情報管理士

（がん登録部門）医療ソーシャルワーカー

（相談支援部門）

相川 晴彦 池田 幸恵

島村 由里子
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Doctors’ words

▶ 次号 予 告　　　　　　 第 6 号　2023 年 4 月発行予定

手術支援ロボットって？
現在、多くの医療現場で活躍している手術支援ロボット。

当院では、「ダヴィンチ」や「hinotori™」を導入し、手術に活用しています。

次号では、手術支援ロボットの特徴やメリットについて、

低侵襲治療センター長の先生が解説します。

※内容は変更になる場合がございます。

発行  獨協医科大学埼玉医療センター
〒 343-8555
埼玉県越谷市南越谷 2-1-50　

TEL： 048-965-1111（代）
　　　048-965-1147（総合患者支援センター）

https://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-s/

制作　株式会社メディア・プラン
http://www.media-plan-tokyo.co.jp/

獨協医科大学埼玉医療センター　地域連携広報誌
まも るが かり

▶総合患者支援センター医療連携部門のご案内

※ご紹介状をお手元にご準備の上、ご連絡をお願いします。

業務時間
（病院休診日を除く）

平　日
土曜日

（第 3 週を除く）

午前 9 時 00 分
　　～ 午後 5 時 00 分

連絡先 電 　 話  048-965-1147（直通）

総合患者支援センター長
(クリニカルパス推進部門長/
入退院支援部門長 : 総合
診療科)齋藤 登

ご紹介状をお持ちの患者さんは、
初診の予約ができます。
獨協医科大学埼玉医療センターでは、
初診時の外来待ち時間を短縮するために、
ご紹介状をお持ちの患者さんより、
お電話にて予約受付を行っております。

ご案内

地
域
医
療
機
関
と
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
、

様
々
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、
診
療

予
約
取
得
の
お
手
伝
い
、
そ
の
診
療
結
果
を

紹
介
元
に
報
告
す
る
と
い
っ
た
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

医
療
福
祉
相
談
部
門	

専
門
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
心
理

的
・
社
会
的
な
問
題
に
対
す
る
解
決
・
調
整

援
助
、
社
会
復
帰
に
対
す
る
援
助
、
経
済
問

題
に
対
す
る
解
決
・
調
整
援
助
等
の
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。。

 
在
宅
医
療
部
門	

入
院
患
者
さ
ん
や
通
院
患
者
さ
ん
を
対
象

に
、
自
宅
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

 

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー	

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
者
に
、
科

学
的
根
拠
と
が
ん
専
門
相
談
員
の
実
践
に
基

づ
く
信
頼
で
き
る
情
報
提
供
を
行
い
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
や
治
療
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
い
た
し
ま
す
。

 

入
退
院
支
援
部
門	

入
院
患
者
さ
ん
の
情
報
を
入
院
前
に
把
握

し
、
問
題
解
決
や
退
院
後
の
支
援
に
向
け
て

早
期
に
着
手
し
、
退
院
調
整
及
び
居
宅
療
養

支
援
を
通
し
て
そ
の
方
ら
し
い
療
養
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
推
進
部
門	

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
病
気
ご
と
に
治
療
や
検

査
、
看
護
ケ
ア
な
ど
の
内
容
及
び
診
療
計
画

を
一
覧
で
き
る
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
）
を

用
い
た
診
療
を
お
受
け
に
な
る
た
め
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
用
支
援
を
行
い
、
安
全
で
適
切

な
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
に
つ
な
が
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
、
診
察
依
頼
の

F
A
X
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◀地
域
連
携
枠
で
該
当
診
療
科
の
予
約
を
取
り
ま
す
。

◀受
診
日
に
専
用
窓
口
で
受
付
を
し
ま
す
。

※
ま
ず
地
域
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
、
専

門
的
な
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
、
当
セ

ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
な
流

れ
で
す
。

※
い
っ
た
ん
地
域
の
医
療
機
関
に
戻
ら
れ
た

後
、
改
め
て
紹
介
さ
れ
て
受
診
さ
れ
る
場
合

に
も
、
同
様
に
地
域
連
携
枠
で
の
予
約
を
取
っ

て
頂
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
地
域
連
携
枠
の

予
約
が
な
く
て
も
受
診
可
能
な
診
療
科
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
待
ち
時
間
で
ご
負
担
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
宛

の
紹
介
状
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
ご
予
約
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。

病
歴
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
、
日

常
生
活
様
式
、
現
在
の
体
力
、
常
用
さ
れ
て

い
る
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
食
べ
物
な
ど
の

嗜
好
、
ご
家
族
や
ご
家
庭
の
環
境
、
か
か
り

つ
け
医
の
情
報
、
介
護
保
険
の
有
無
な
ど
、

数
多
く
の
情
報
を
診
療
の
た
め
に
セ
ン
タ
ー

内
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
院
前
に
把
握
し
て
解
決
が
必
要
な
問
題
が

あ
れ
ば
早
期
に
着
手
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

入
院
後
の
治
療
を
早
期
に
円
滑
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

入
退
院
支
援
部
門
で
は
、
看
護
師
と
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
医
療
機
関
と
連

携
を
取
り
、退
院
・
転
院
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
を
行
う
在

宅
医
療
部
門
と
も
連
携
し
、
退
院
調
整
や
居

宅
療
養
な
ど
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

外
来
受
診
や
入
院
に
関
す
る
不
安
、
医

療
費
や
生
活
費
に
つ
い
て
の
相
談
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
関
す
る
相
談
、
介
護

保
険
・
社
会
保
険
・
社
会
保
障
等
各
種
公

的
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
、
退
院
後
の
療

養
先
・
転
院
・
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
相
談
、

が
ん
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
院
内
設
備

や
医
師
・
看
護
師
・
技
師
等
当
院
職
員
に

対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
、
様
々
な

ご
相
談
や
ご
意
見
を
お
受
け
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
及
び
ご
家
族
の
ご
相
談
の
内
容
に

応
じ
て
各
関
係
部
署
と
連
携
し
解
決
に
向

け
支
援
い
た
し
ま
す
。

総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
連
携
部

門
、
医
療
福
祉
相
談
部
門
、
入
退
院
支
援
部
門
、

在
宅
医
療
部
門
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
推
進
部

門
及
び
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
り
、

患
者
さ
ん
や
地
域
医
療
機
関
の
立
場
に
立
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
当
院
の
入
退
院
患
者
数
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
年
間
約
２
０
，
０
０
０

件
を
超
え
る
入
退
院
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

P
a
t
i
e
n
t 

F
l
o
w 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

（
P
F
M
）
に
よ
る
入
退
院
支
援
の
強
化
並
び
に
円

滑
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん

の
退
院
後
に
ま
つ
わ
る
継
続
し
た
医
療
支
援
等
は

当
院
の
み
な
ら
ず
、
地
域
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
問
題
の
解
決
を
医
療
・
保
険
・
福
祉

等
の
有
機
的
連
携
に
よ
っ
て
進
め
、
当
院
へ

患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
地
域
医
療
機

関
と
の
密
接
な
連
携
、
患
者
さ
ん
及
び
ご
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
の
確
保
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
推
進
に
日
々
努
め

て
お
り
ま
す
。

 

医
療
連
携
部
門	

近
隣
の
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）
か
ら

総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

2
．
入
院
前
の
情
報
共
有

3
．
退
院
、
転
院
に
向
け
て
の
支
援

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
窓
口
と
し
て

1
．
初
め
て
当
セ
ン
タ
ー
を

 

受
診
さ
れ
る
際
の
流
れ

各
部
門
の
業
務
内
容

今号の特集、『知っておきたい「乳がん」のこと』は小川 利久先生に
インタビューしました。YouTube の動画で見ることができますので、ぜひご覧ください。

コンテンツ

YouTubeでインタビューを
見てみよう！

こちらのQRコードを読み込んでご視聴ください。
配信は予告なく終了となる場合がございます。

2P

知っておきたい
「乳がん」のこと

●乳がんってどんな病気？

●早期発見・治療のためには

●当院の乳腺科の特長
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獨
協

医
科
大

学
埼
玉

医
療
セ
ン
タ
ー

　
地

域
連

携
広

報
誌

　
　

　
　

　
　

　
 
 
第

5
号

　
2
0
2
2
年

4
月
発

行
発
行
　
獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー
　
総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

獨協医科大学埼玉医療センター
〒343-8555 埼玉県越谷市南越谷 2-1-50  TEL：048-965-1111（代）

至新松戸

南越谷駅
新越谷駅

至南浦和

旧国道4号線
（県道足立越谷線）

JR武蔵野線

至春日部

至北千住

獨協医科大学
埼玉医療センター東

武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

東武スカイツリーライン　新越谷駅下車徒歩３分

ＪＲ武蔵野線　南越谷駅下車徒歩３分

アクセス

常に研鑽し患者の信頼にこたえる

理念

■ 開 設 年 月 昭和 59 年 6 月

■ 許 可 病 床 数 923 床

■ 診 療 科 名 糖尿病内分泌・血液内科、呼吸器・アレルギー内科、 
消化器内科、循環器内科、腎臓内科、脳神経内科、 
小児科、放射線科、総合診療科、外科、乳腺科、 
整形外科、心臓血管外科、呼吸器外科、産科婦人科、
眼科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、脳神経外科、泌尿
器科、形成外科、救急医療科、麻酔科、集中治療科、
こころの診療科、皮膚科、リハビリテーション科、小児
疾患外科治療センター

■ 診療受付時問 午前８時３０分～１１時３０分
（但し、腎臓内科、脳神経内科、小児科、産科婦人科
については午前 8 時 30 分～10 時 30 分）

■ 休 診 日 日曜、祝日、第 3 土曜日、開学記念日（4 月 23 日）、
年末年始（12 月 29 日～1月 3 日）

病院概要

“笑顔”がつなぐ患者さんとの
ふれあいの時間を
大切にしています

部門紹介

総合がん診療センター
のご案内




